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伊勢神宮皇大神宮 (内宮) 豊受大神宮
(外宮) 総称, 正式名称 ｢神宮｣
｡ 広大敷地内殿舎等諸
施設行儀式, 長時間経
	, 神宮
情勢影響, 変
化	｡ 明治期法的最高位位
与, 伊勢神宮頂点 !
", 他神社統廃合, 合祀	
｡
#$中, 義務教育現場", 伊勢
神宮%登場&｡ ｢皇祖｣, &
'天皇祖先神天照大神主祭神
	皇大神宮 (内宮) %, ()(((明治**)
年以降使用第二期国定修身教科書 『尋常小
学修身書』

中登場&｡ 『日本
書紀』 神代天孫降臨一説+正当化
 ｢国史｣ ", 第二期国定修身教科書
 ｢皇祖｣ 天照大神

教込,
", 天照大神祀皇大神宮取上-｡
後, 第四期国定修身教科書 『尋常小学修
身書』 
, 皇大神宮連続	取上-
｡
, 本稿, 国定修身教科書初登
場, 後基軸据第二期国定修身
教科書教材 ｢皇大神宮｣ 関	内容分析
行, 教材"性格考察&
目的&

｡ 内容分析&, 

., 第二期国定修身教科書 『尋常小学修身書』
%何教#$+, 挿図%何示
	+, 具体的検討, 次, 社
会的背景	, 第一, 明治期伊勢神宮
天皇関係変化, 第二, 明治期伊
勢神宮状況取上-	見	&
｡
 	

 

., 『尋常小学修身書』 第二～第四期

/	, 皇大神宮記述有無確認&｡
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表明, 皇大神宮尋常小学
通学中	度登場
, 皇大神宮南門前図
(板垣, 冠木鳥居, 石段等) 常掲載
様式確立
｡
第二期 (年～) 明治天皇, 第三
期 (年～) 大正天皇, 第四期昭和天
皇 (年～) 三代時期,
第三及第四期 各天皇即位礼際
神
宮!親閲"図#掲載
, 本文$%
言及"等, 各天皇神宮関係#強調
&構成｡
 , 以下, 第二期皇大神宮教材
何教', (本文#
取上)検討
*｡
(, 巻二 ｢+,-./012-｣ 児童
用書本文次通 3｡
+,-./012- 4 516-7/
8 6 9:1;< =>?@ >-A
5BC =DE F 9G/>H｡ ,I
,I 日本人 4 J6 =DE <
-E>,KLIMK@>:1
皇大神宮!崇拝#促"文 3, 崇拝
"理由“天皇祖先神 (教育勅語中
｢皇祖皇宗｣  ｢皇祖｣) #祀神社”N,
N%NO 3｡ %理由NO , 皇大
神宮超越性絶対性3#示

｡ 理由天皇!絶対服従#前提

天皇!崇拝 ｢皇祖｣ !崇拝#連
結&$, 天皇!服従#一
層強化&｡
巻六 ｢皇大神宮｣ 児童用書本文, 
皇室皇大神宮#崇敬
, 重*
扱#具体的示
, ｢我々臣民
者常皇大神宮#尊崇
, 天壌無窮
皇運#扶翼
奉P心掛*QR｣ 教
育勅語一文 結P ｡ 皇大神宮超越
性#皇室行為意味SO
, 再天
皇!服従#深化&｡ 皇室行為
一例
本文, ｢皇室及国家大事
3時天皇陛下之#皇大神宮御親告3
&給T｣ 記述3, 戦争奉告勅使派遣
他, 特日露戦争後U(明治V) 年
行日露 ｢平和克復｣  ｢奉告｣ #指

'｡ 戦争軍事
行為, 天皇自身神宮!戦勝祈願", 神
宮%WX依拠存在 3
読Y｡
 
 , 次巻二図, Z第四期 同
[構図皇大神宮南門前図 (板垣, 冠木鳥
居, 石段等) 何#示
, 具体的
検討
*｡ 皇大神宮南門前図#図
掲)｡
国定修身教科書見図描
皇大神宮 ｢板垣南御門｣ (板垣南門) 
3 ｢冠木鳥居｣

 3｡ 板垣南北東西
四Z門配, 特南門 ｢冠木
鳥居｣ 呼\｡ 独特形式#$
Z鳥居(奥, 皇大神宮正殿3｡
正殿!向, 宇治橋#渡, 一6鳥居,
二6鳥居#*], 石段#^, ｢板垣南
御門｣, ｢外玉垣南御門｣ #進P *｡ 皇大
神宮四重垣_], %
外板垣, 二重玉垣, 瑞垣呼\
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
, ｢冠木鳥居｣ 描	


, 正殿自体遠, 全体像図
判別不可能｡ 殿舎
, ｢冠木鳥居｣ 向側

, 皆目不明図｡
,  ｢冠木鳥居｣ 向
, 石
段配	
図描	
｡
第一回目明治天皇参拝, 前
明治天皇乗物下車
草履履,
正殿向
歩｡ 	 ｢板垣南御
門｣  !, 次 ｢外玉垣南御門｣
沓履
進"｡

第三
回目#$第四回目参拝, ｢板垣南御
門｣ 前
馬車降!, 徒歩進｡

｢板垣南御門｣  ｢冠木鳥居｣, ｢冠木鳥居｣
%石段, 皇大神宮超越性・神
聖性強装置
働
｡ 
,
｢外玉垣南御門｣ 垂	下白絹 ｢御幌
(&'!)｣ !, 玉垣奥様子一切
｡ 	神聖性強
装置正殿接近過程, 厳行
(	天皇一連行為, 皇大神宮
神聖性!一層深行為
)｡
, ｢外玉垣南御門｣ 内側天皇
徒歩進*可能
, 一般
国民進*地｡ 正殿
全体像直見, 一般国民

不可能!, 皇大神宮心象浮+
 ｢板垣南御門｣  ｢冠木鳥居｣, 石
段, 白絹等記憶装置
国定修身教科書
中描	
)｡
 	

 
明治以前, 天皇伊勢神宮参拝
記録｡

明治天皇以前歴代天
皇, 神嘗祭際奉幣使伊勢神宮派遣
, 天皇自身参拝
#,, 皇居等
遙拝行&止-
｡

-, 明
治天皇父孝明天皇./01(文久1) 年/月
伊勢神宮参拝実施, 政
変!中止
｡

./02(明治3) 年4月31日 (陰暦1月.3
日), 明治天皇東京向途中, 伊勢
神宮参拝｡

時-"榎本武揚等旧幕
府軍箱館五稜郭立

官軍抗

#!, 東京遷都通達一5月経

, 明治天皇./歳時出来事｡
明治天皇生涯4度参拝行｡
./02(明治3) 年後, ./63(明治7) 年,
.//8(明治.1) 年, .287(明治1/) 年参拝
実施	｡

｢皇祖｣ (皇室祖先神) 
天照大神, 
天照大神主祭神

祀伊勢神宮, 天皇自身直接赴
崇
拝行為!, 天照大神―伊勢神
宮―天皇連繋明確外示	｡
『神宮・明治百年史』 , 明治天皇神
宮参拝 ｢神宮史上未曽有天皇御親拝｣,
｢明治天皇皇祖御崇敬御叡慮'!
篤%示御事｣ 位置9:

｡
	
 
各年代!天皇神宮参拝様式変化

｡ 	, 天皇取!巻社会情勢
第二期国定修身教科書&伊勢神宮
－2.－
 	

(『日本教科書大系』 近代編修身 (三), ;<61<)
変化様式変	
考
	
｡
｢王政復古｣ 奉告第一回目明治天
皇神宮参拝際, 明治天皇服装
束帯｡ 関西巡幸途中行
第
二回目参拝束帯姿｡ , 京
都・三重等巡幸途中行
第三回目参拝
大礼服変, 日露戦争平和克復奉告
行
第四回参拝大元帥姿
｡

, 第四回目参拝規模大, 内
務大臣, 宮内大臣等閣僚, 	内閣総理
大臣 (桂太郎) 同伴｡

雨天
備,  !"#$手傘手配,
｢雨儀廊下｣ 設置%&, 神宮側迎送体制
細整	
｡ 	, '時
, ｢()*+	皇祖御前御告文
	,-''
初｣

強調

., 天皇自身告文初奏上
,
陸海軍儀杖兵一斉捧銃喇叭奏

, 天皇
神宮参拝意味様式大変化
'｡
 	


  !"#$
/012(明治3) 年, 伊勢神宮内宮 (皇大
神宮) 正遷宮, 外玉垣, 板垣, 板垣御
門蕃塀

復興, 東宮地造営


｡ 西
宮地, /002(明治33) 年正遷宮
外玉垣, 板垣復興

｡
復興
板垣, 丸柱間羽目板入

高/丈 (/丈＝/4尺｡ 約56"#7) 
垣｡ 8
以前板垣, 高9尺
:&, /012(明治3) 年復興
板垣
半分高%, 外	内部伺
｡
'., /010年時点瑞垣, 玉垣
二重, 明治期入第一回
正遷宮, 四重配
上外側
板垣高'	, 正殿距離増
大遠, 外	視線垣根遮
	
, 正殿隠,

｡
,, /012(明治3) 年, 西宮地西南部
急勾配地形整備, 古代	自然地
形一変
	
｡ /002(明治33) 年,
防災上・景観上理由	, 火除橋,人
家撤去公園作替


｡
	, 内宮入口, 五十鈴
川架;	
宇治橋, 洪水$焼失
再架橋
, /002(明治33) 年正
遷宮以後, 式年造営伴新造
.
%

｡
% &'(
伊勢神宮<世紀末, 持統天皇期式年
造営実施
.｡ 殿舎定期的
新造営, 旧殿舎	新殿舎御神
体遷=儀式｡ 明治期入, 皇大神
宮正遷宮, /012(明治3) 年, /002(明
治33) 年, /242(明治>3) 年34年?持続
的実施


｡
, '
	正遷宮行
一方,
殿舎修理等仮殿御神体遷, 8
間修理行, 再@戻=.仮
殿遷宮行｡
,A, /244(明治55) 年9月, 参集所灰置
場	出火火災, 行在所・正殿
(西宮地) 等焼失, 急遽, 翌月
仮殿遷宮行
｡ '時, 灰置場
火正殿屋根及)炎上｡ 8後,
再@西宮地正殿造営, 翌年/4月臨
時遷宮行
｡ ,, /24/(明治5>) 年
2月東宝殿雨漏原因仮殿遷
宮行


｡
神宮(;修理'
B;止,	%
｡ 例C, /012(明治3) 年暴風雨被
害宇治橋等破損, /0<4(明治5) 年
台風殿舎破損, /009(明治/0) 年
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暴風雨参集所・車寄等破損, 
(明治	) 年暴風雨宇治橋大破,
(明治) 年暴風雨瑞垣・玉垣

破損, (明治) 年暴風雨境内立
木
	数本倒木, 	(明治	) 年暴風雨
殿舎破損等


｡
, 神宮殿舎・橋・樹木風景
修理・造営
, 神宮存在維
持｡ 神宮神聖性醸出,
施設・風景不可欠装置 

!"｡
 
古来, 神宮天皇以外個人
幣帛奉 
祈祷行禁止#｡ ",
御師広域!活動$, 伊勢神宮
(内宮・外宮) %参拝少&&, 特
幕末爆発的増加$ ｡ 明治期入,
御師
廃止#後$, 伊勢神宮%参拝
増加' (表参照)｡ ", 内宮外
宮比較, 明"外宮%参拝者

多&, 天照大神祀内宮%参拝者数少
'｡ 参拝者数
逆転年(
待)*" ｡
 	

(明治) 年月日, ｢日清開戦奉告
祭｣ 
内宮・外宮行!'｡ 日清戦争
中, ｢神宮警備兵駐在+旨｣ 
宮内庁"
通達#｡ 戦後 ｢日清戦役平和克復
奉告祭｣ 
両宮行!, 日清戦利品献納
受)

｡
日露戦争,', (-戦争前第三師
団歩兵一個中隊
神宮警護派遣
#｡ 日清戦争時同様 ｢宣戦奉告祭｣

実施#

｡ .後, #, 神宮軍
事的風景
見｡
(-, 	(明治/) 年	月, 連合艦隊司
令長官東郷平八郎一行
凱旋奉告参
拝, 同月東郷平八郎戦利品献納
願
'出#, 月 ｢平和克復｣ 0明治
天皇自身
報告訪参拝
 

｡ 
以降, 全国神社軍事品
献納#, 陳列
#
浸透'

｡
, 戦利祈願・成就神宮結1
0, 神宮位置2)一層軍事的$
 ' ｡

明治期伊勢神宮実体", 第二期国定
修身教科書中神宮実体接近｡
明治以後伊勢神宮天皇関係変化
, 天皇神宮参拝開始, 天皇自身
初戦勝報告3, 神宮天皇密接
結10全面押出方向
見
 '｡
#, 神宮, 日清・日露戦争後, 戦争
結10&事項
付属#4' ｡ 
&, 大元帥服着用天皇自身日露戦
後直接報告, 戦利品奉納等, 大元帥―戦
争―神宮%結10
着々強' 
｡
.一方, 度重殿舎破損等,
神宮維持努力$必要, (, 内
第二期国定修身教科書5伊勢神宮
－/－
 	


注) 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 6678
掲載統計作成｡
宮外宮参拝者少, 内宮崇
拝	一層促
必要｡
以上, 天皇皇祖神天照大
神	祭祀
伊勢神宮 (内宮) 神秘性	与
, 明治期, 政府・皇室様々工
夫	模索｡ 第二期国定修身教科書
教材 ｢皇大神宮｣ , 神宮神秘性・
超越性・軍事性	打出
性格	内容
構成｡
日露戦争後, 第二期国定修身教科書編纂・
使用開始時, 神宮神秘性・超越
性・軍事性	義務教育場普及情勢・
体制, 第二期国定修身教
科書以降, 不変構図使用続 皇大
神宮図, 
!, ｢冠木鳥居｣ 石段
図象徴

｡

 "#$%(明治%&) 年'月, 小学校令改正,
国定教科書制度定(｡ )検定
教科書使用 ｢修身｣ , 国語,
地理等, 必*国定教科書	使用

決定｡ 貴族院+,衆議院+
, 尋常小学校修身教科書	国定化
建
議書
"-#&～"#$$年採択, "#$$
年文部省修身教科書調査委員会設置
, "#$%年教科書国定化	経, "#$'年以
降国定修身教科書使用｡
第一期国定修身教科書使用.否
.各方面/(批判	,, "#$0(明治'$) 年
義務教育1年延長	経, "#""(明治'')
年修正加(, 第二期国定修身教
科書 『尋常小学修身書』 (巻一～巻六) 使
用開始｡ 第一期国定修身教科書批
判, 修正	2論説三井須美子 ｢家族国
家観 『国民道徳』 形成過程 ()1)｣
(『都留文科大学研究紀要』 第%%集, "##$年)
詳｡
 天孫降臨	指示神3, 『日本書
紀』 神代内, 『古事記』 複数記述
｡ 『日本書紀』 神代+, 天照大
神
, 高皇産霊尊 (/45

,4) 
,  『古
事記』 天照大神高木神 (/6/4)

記｡ 天孫降臨	命7
	天照大神
, ｢教科書記
述操作｣ 千田稔述8
(『高千穂幻想』 新書, "###年, 1')｡
 管見/6, 国定修身教科書記述内容
3考察, ｢家族像｣ . ｢女性像｣
理想像	分析論文多, )
他公民的教材検討	扱土屋直人
｢明治末期+ 小学校国民的教材 『外交』
『国交』 検討｣ (『早稲田大学大学院教育学
研究科紀要』 第"$号, 1$$$年) ｡
 本稿使用 『尋常小学修身書』  『日本
教科書大系』 近代編修身 (三), 講談社, "#&
1年掲載｡ 表"教科書出版年
, 第二期巻二"#"$年, 同巻六"#""年,
第三期巻三"#"#年, 同巻六"#11年, 第四
期巻三"#%&年, 同巻六"#%#年｡
 建築形式, 神明鳥居笠木下冠
木	独特形式, 現在
形式続 (守( (稲垣
榮三 ｢伊勢神宮建築)象徴体系｣ 『伊
勢神宮』 岩波書店, "##9年, 1'$)｡
 國學院大學日本文化研究所編 『神道事典』 弘
文堂, "###年, "-'
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, "#&-
年, 10
	 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, "#&-
年, '&9$+, 第二回目参拝乗馬
予定	中止, 乗物	降行為
 (神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻,
"#&-年, %#)｡

 藤谷俊雄・直木孝次 『伊勢神宮』 三一新書,
"#&$年, "&"
 村上重良 『日本史中天皇』 1$$%年, 講談
社, "0$
北 星 論 集(文) 第'"巻 (通巻第'"号)
－#'－
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 	
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 
 八束清貫 『皇室
神宮』 神宮司庁教導部,
	年, 神宮司庁編 『神宮・明治
百年史』 上巻, 年参照｡
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 	
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 	
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 上巻, 
年, 	
	 蕃塀 [] , 伊勢神宮内宮・外宮
見塀｡ 屋根付衝立状
塀, 目隠用途配
 (前
久夫 『寺社建築歴史図典』 東京美術, 
年, )｡

 福山敏男 『神社建築研究』 中央公論美術出
版, 	
 福山敏男 『神社建築研究』 中央公論美術出
版, 
 四重復興垣 ｢!"垣
付属#門$参拝者身分%& 順々
開'
階層構成権威()意味(
) $, !*“隠#”+
,-
./012
読｣ 
, 磯崎新指摘
  (｢34―始源*5｣ 『伊勢神宮』
岩波書店, 	年, )｡
 福山敏男 『神社建築研究』 中央公論美術出
版, 
 新田均 ｢明治時代伊勢神宮｣ 『皇學館論叢』
第巻第号, 年, 
 福山敏男 『神社建築研究』 中央公論美術出
版, 	
 福山敏男 『神社建築研究』 中央公論美術出
版, 年, 
 『伊勢神宮』 岩波書店, 	年, 	
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 補遺, 
年, 
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 補遺, 
年, 
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 補遺, 
年, 
 神宮司庁編 『神宮・明治百年史』 補遺, 
年, 
 藤谷俊雄・直木孝次 『伊勢神宮』 三一新書,
年, 
 ｢6何'$隠 感7感7+

, 現地訪 
物理的遮
蔽 直視82)89, :9;<
''
=) 8象徴的3>1
?喚起#飾金物@由来説明*
<, A=B, !“隠者”

 完治C
+B34誘惑根元
+
$｣ 
磯崎新建築学的考察'
指摘  (磯崎新 ｢34―始源*5
｣ 『伊勢神宮』 岩波書店, 	年, )｡
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